
１． はじめに

新杉田共同溝工事は，横浜市磯子区新磯子町と

新杉田町を結ぶ一般国道３５７号直下に，総延長３．３

km，仕上り内径５，７００mmの共同溝をシールド工

法により建設する工事です。本文では，本工事現

場のイメージアップの取り組みについて紹介しま

す。

２． 工事概要

本工事は，国土交通省関東地方整備局発注の工

事で，神奈川県共同溝ネットワーク整備事業の一

部として施工されています。２００４年９月に立坑工

事に着手し，２００６年１月にシールド掘進を開始し

て，現在２，３００m付近まで進んでいます。

２０１０年３月までに，シールドトンネルの内部構

築と５カ所の立坑築造工事を完了する予定です

（図―１）。

３． イメージアップ活動概要

当現場では，地域社会とのコミュニケーション

を図り，工事への理解を深めてもらうため，さま

ざまなイメージアップ活動を実施してきました。

! プレゼンテーションルームの設置

現場ヤード内には，見学者などへの効率的な工
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図―１ 全体平面図 写真―１ プレゼンテーションルーム内の様子
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事説明，質疑・応答などを行えるように，プレゼ

ンテーションルームを設置しました。この施設に

は，スクリーン・プロジェクタ常設のほか，工事

説明パネルやシールドマシンの模型，工事使用材

料などを展示しており，一般の子供から大人まで

が興味を持って工事の内容を理解できるような配

慮をしています。また，４０人程度までの収容が可

能であり，学生との意見交換や大学のゼミの場な

どにも広く利用されています（写真―１）。

! 防音ハウスの設置

当現場は，準工業地域という立地条件ではあり

ますが，施工時の騒音対策として発進立坑ヤード

全体を覆う防音ハウスを設置しています。

最近，近傍に大型マンションが建設され近隣に

お住まいの方が急激に増えており，防音ハウスは

非常に効果的であると感じています。

防音ハウス壁面には，“横浜”をイメージした

大イラスト（３枚）を配置，ハウス周辺にはプラ

ンターを設置するなど，従来の工事現場のイメー

ジを打破し，明るさを演出し，周辺環境との調和

を図っています。人通りが少ない立地条件の中，

沿線の JRからも確認できる大イラストは，工事

現場としてのアピール度も高いものと思われます

（写真―２，３）。

" 工事看板の設置

現場前の交差点付近には，仮囲いに工事のキャ

ッチフレーズとともに完成予想図の看板を掲げま

した。歩行者や信号待ちの通行車両からも目に留

まるように配慮したデザインとしています（写真

―４）。

また，防音ハウス内には，見学者が地上にいな

がらトンネルの大きさを実感できるような実物大

の看板（断面図）を設置しました。

スケールの大きさに，見学者はもとより，現場

写真―４ 完成予想図看板写真―２ 発進立坑の防音ハウス（首都高高架下）

写真―３ 防音ハウス周囲のプランター 写真―５ 実物大工事看板
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小学生（親含む）�
（130人・16％）�

高校生�
（145人・18％）�

社会人・他�
（245人・31％）�

専学・大学生�
（280人・35％）�

図―２　見学者の内訳�

に来る作業員さんにも好評です。見学会の時など

には記念写真の背景にもよく利用されています

（写真―５）。

! 工事見学者への対応

当現場では，２００５年１０月から２００７年３月までの

１８カ月間に，述べ８００人ほどの見学者を受け入れ

ています。見学会には，小学生から社会人まで幅

広い層の皆様に参加いただいています。見学者の

内訳を図―２に示しますが，７割程度は社会人前

の若年層となっており，社会勉強の一環としての

見学会が多く，地元の小学生も大勢参加していま

す。中でも比較的大規模に実施した見学会の事例

を紹介します。

! シールド発進式

２００５年１２月に行ったシールド発進式に地元の小

学校４年生の児童７７人を招待して，イベントを開

催しました。児童たちは，自らの応募の中から決

定された愛称“ハマシールド６３６”と命名された

シールドマシンを見学し，その大きさなどに非常

に興味を引かれたようです。

地上では，セグメントを１リング地組みして，

内面に自由にメッセージを書いてもらいました。

また，国土交通省から提供された災害体験車によ

る災害体験，実物大看板前でグループごとの記念

撮影，光波による歩測測定クイズなども実施して

盛況のうちに終えることができました。

後日，児童たちより，見学会の感想の寄書きが

送られてきて，現場職員はそのメッセージから喜

びとやる気を得たものです（写真―６，７）。

" 夏休み親子ふれあい現場見学会

２００６年８月の夏休み期間中に“土木ふしぎ発見

《国土交通省主催》”と称しての小学生親子見学会

を開催しました。この頃には，シールドトンネル

も４５０mほど掘進しており，トンネル内や施工状

況の見学を通して現場を体験してもらいました。

地上ヤードでは，ゲーム的な遊び（レベル測

量，ミニバックホウ体験コーナーなど）を通し

て，土木技術を体感してもらおうという試みでさ

まざまなイベントを行いました（写真―８，９）。

事後アンケートでは，

写真―６ シールドマシンを見学

写真―７ セグメントにメッセージ

写真―８ レベル測量体験
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・非常に分かりやすい資料や説明で楽しかったで

す

・普段見ることのできない場所を見学体験できる

ことはすばらしいのでまた機会を作って欲しい

・ショベルカーに乗りたいので，また絶対来ます

・子供に付いてきたけれど，身近な地下にこんな

広い空間があるなんて驚きです。共同溝につい

てもよく理解できました

等の感想をいただき，工事への理解を深めてもら

えたと実感した次第です。

! 立坑・シールド坑内設備の充実

現場見学者の安全に配慮した設備や快適でスム

ーズな見学ができるように設備の充実を図ってい

ます。

大深度立坑のためエレベーターを設置して楽に

昇降ができるようにしています。

シールド坑内の通路は幅１．０mを確保し，通路

部分の突起物などを排除することで，見学に集中

しても問題が生じないように配慮しています。シ

ールド坑内は変化が少なく居る場所が分かりづら

いため，地上写真を掲示しておおむねの位置が分

かるような工夫も行っています。また，シールド

設備については機械化を進め，一般的に言われて

いる３Kのイメージを払拭した現場を構築してい

ます。

このような設備を充実させることで小学校低学

年から高齢者までの見学が可能になり，好評を得

ています（写真―１０）。

" 一斉清掃の実施

地域貢献活動の一環として週１回社員，作業員

を含めた全員で，周辺道路の一斉清掃を行い工事

現場周辺の美化に努めています。

４． おわりに

本工事は，到達までの残り１，０００mのシールド

掘進を引き続き行い，今年度中に，道路規制を伴

う立坑築造工事にも着手します。そのため，より

一層地域住民の理解と協力が必要となります。

今後は，新設された近隣の大型マンションの住

民を対象とした見学会や意見交換会なども積極的

に実施していきたいと考えております。

特に地下の土木工事については，工事の意義や

進捗状況が見えづらいという点を踏まえて，地域

住民に限らず広く興味のある方々を招き，共同溝

および土木工事に関しての理解を深めていただけ

るよう，より一層努力していきたいと思います。

当現場がより質の高い地域住民とのコミュニティ

の場として提供できれば幸いです。

写真―９ ミニバックホウ体験 写真―１０ 坑内全景
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